
　　　　

2025 年 3 月 26 日

【登校日】
【休校日】

１５
１０

時
００
００

分から
１８
１６

時
００
００

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
毎月ごとにスケジュールを作成し、毎日の外遊びの他、様々なイベントや季節の行事を行っています。
イベント例：動物園、博物館、七夕、プール、海水浴、ミニ縁日、外食、ハロウィン、クリスマス、初詣、節分、バレンタイン、卒業式、お花見
　　　　　　　他にもたくさんのイベントを取り入れています。

家族支援
・送迎時に直接お話をし、活動の報告や近況の共有をします。
・電話やSMSでも連絡をとれるようにし、気軽に相談できる体制を作ります。

移行支援
個別活動から集団活動に移行できるように、利用者の現状を把握しながら
支援を行います。高校卒業後の進路等のご相談を受けた場合には関係機関
と連携を取り、支援を行います。

地域支援・地域連携
・毎日の外出を通して、地域の方々と接する機会を作ります。
・駅伝大会など、地域のスポーツ大会に参加をしています。

職員の質の向上
・毎日の朝礼のほか、社内ミーティングの実施や社外研修の参加。
・支援中に職員同士声かけをし、チームで支援にあたります。

支　援　内　容

本
人
支
援

・利用者の現状に合わせて、身辺の自立が進んでいくように支援を行います。
　（食事や水分補給、着替えや服装の調整、排泄など）
・お手伝いや買い物練習などを通して、日常生活内のスキルの習得を目指します。

・毎日の外活動（公園遊びやウォーキング）を通して、楽しみながら体力がついていくように活動をします。

・遊具遊びや散歩の中で、「危ない」などの状況を把握して行動ができるように声かけ等の支援を行います。
・お友達との関わりの中で相手との適切な距離感をつかめるように支援します。
・本人の気持ちをくみとりながら、状況に合わせてスムーズな気持ちの切り替えができるように、声かけや視覚などで支援を行います。

・利用者の現状に合わせて、自分の気持ちや要求などを適切に伝えることができるようになるように支援します。
・言葉、ジェスチャーやマカトンサイン、書くなど、利用者に合わせた方法を職員と一緒に練習を行い、自らコミュニケーションがとれていくように支援します。

・個別活動から集団活動に移行できるように、現状を把握しながら支援を行います。
・子どもたち同士の関わり合いを大切にし、職員が介入しなくても活動できるように見守りをします。
・高校卒業後を見据えて、様々な社会経験を積めるようにします。

法人（事業所）理念 楽しく充実した少年時代、青春時代をおくろう！

支援方針
元気に体を動かして、体力増進を図る。将来を見据えて、多くの社会経験を積む。
個別支援計画書に基づき、利用者ごとに合わせた支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 放課後クラブすっぱぁ 支援プログラム 作成日


